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陳情の要旨 

１ 職場における公務員の政党機関紙各紙の購読状況・勧誘実態について庁内

実態調査を求める。 

２ 議員からの圧力・心理的強制について疑われる事例がないか庁内実態調査

を求める。 

３ 所管する公共施設，図書館，第三セクター等についても同様の実態調査を

求める。 

４ 問題があった場合は，調査結果の公開，及び所管省庁による是正処置等の

対応・指導を求める。 

 

陳情の理由 

 日本共産党は，収入が 300 億円以上あり，日本一政治資金が多い政党である。

そのうち 250 億円が機関紙収入とされ，「しんぶん赤旗」を主としている。赤旗

の購読は「日本共産党への政治献金」の側面が否めず，職場での大量購読は地

方公務員法で定める「政治的中立性」に疑念を持たせかねない。また，選挙の

際には，同新聞トップページでの候補者写真等が掲載され，ポスター配布と同

じ効果があるようにも見える。さらには，庁舎規則に反し，議員がその立場を

利用し，担当部署等を決め，組織的な勧誘，配布，集金を行っている実態があ

り，業務に差し障る，圧力を感じるなどの職員への悪影響も他市ではみられる

と報道されている。狛江市において，もし同様のことが起きているのであれば，

早期の是正処置が必要であるため。 


